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HPLCのデータ解析
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分析したデータの解析

LaｂSolutionsの解析ツールを選択して「再解析」を選択。
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解析したいデータの入っているフォルダを選択して、目的のデータを選択する。
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データを手動で波形処理する

データ解析の手動波形処理を選択する。
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データを出力する

ファイルを選択して、データレポートからPDF出力を選択する。



8名前を付けて、デスクトップに保存する。保存したファイルをUSBなどに移す。
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分析実施例

HPLC１：Gelpack GL-P2611カラム、RI検出器、溶媒：0.1mM NaOH

用途 ：酵素反応や微生物反応等による生産物の分離精製
HPLC2と同じ分離パターンを示す。インジェクト量最大400μLまで。

HPLC２： Gelpack GL-C611カラム、RI検出器、溶媒：0.1mM NaOH

用途 ：酵素反応や微生物反応等による生産物の分析、
比色定量法で区別ができないケトース・ケトース間の反応の確認
有機合成した産物の純度確認、ズイナなど植物中に含まれる糖の分析
様々なサンプル分析されており、分析時間は1サンプル40分。

HPLC３：Cosmosil Sugar-D、 RI検出器、溶媒：ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ：水＝70：30

用途 ： HPLC２を用いて分離が困難な生産物の分析
HPLC２で分離ができない単糖の分離実績あり。

HPLC４：XBridge C18、UV・蛍光検出器、溶媒：0.2 Mホウ酸カリウム緩衝液(pH 8.9)：
アセトニトリル＝93：7
用途 ： HPLC２を用いて分離が困難な生産物の微量分析、リン酸化糖の分析

食品中の微量に存在する糖の分析


